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目的や主な活動内容

図書ボランティアの会
福祉 福井市

会員相互の親睦をはかり、図書利用の手助けをすることを目的とします。児童
館、公民館、グループホームでの読み聞かせや紙芝居活動。

東安居ふれあいこどもサロン

子育て 福井市

①家庭的に困難な事情を抱えた子どもたちに食の提供を行います。
②高齢者向けのよろず茶屋会員と地域の子どもたちとの世代間交流
③地域の子どもたちの健全な育成と見守り

セラピードッグ　チームぶんぶん

福祉 福井市

複雑化した社会の中で思いやりや、優しさ、本来誰もが必要とする生きる力、前
に一歩踏み出す豊かな心を、犬の力を介して、取り戻してほしい。
元気で明るい福井、真の幸福度ナンバーワン！にしていきたい。
人もHAPPY！犬もHAPPY!がモットー！

ママさんブラス　ふくぴよ隊

子育て 福井市

福井県内のママたちで活動している吹奏楽団です。0才から大学生の子をもつマ
マが、子育てをしながら、自分たちの大好きな音楽をいかして、子どもたちと一緒
に楽しんでいます。子ども園や児童館、施設への訪問演奏、イベント演奏、自主
コンサート等を通じて、日ごろ生演奏に触れる機会の少ないお子さんやその家
族に気軽に音楽に親しんでもらえたらと活動しています。

焼畑でそば作り交流会

食育
その他

福井市

平地より山地のそばが格段においしく、さらに山での焼畑栽培そばはもっとおい
しいと言われています。福井市の上味見町河内でその焼き畑のノウハウを持つ
農家の指導を受け焼き畑でのそば栽培を続けている会です。河内でのそば栽培
を通じて福井市内に住む会員と地域の人が交流を深めるとともに地区以外の
人々に焼き畑農業に対する理解を深めてもらうとともに、山地での焼畑でのそば
栽培のノウハウを深め、越前そばの新しい産品づくりに挑戦したいと思っていま
す。

女性のロングライフ支援ネット

その他 福井市

女性の長い人生におけるセカンドライフをより生き生きと過ごすには、福井の中
高年女性に自分の生き方を見つめ直し、自分らしく生き抜いてもらうためのライ
フデザイン、それを実現するための支援である。このような支援を行える福井の
専門職の女性が勉強や交流、支援のための組織作りを目指して設立した団体
である。

一般社団法人　今ここ

福祉 福井市

精神上の悩みや発達障がい等により社会参加に困難を感じる当事者と地域社
会が連携し、心のケアや生き方支援、就業その他の社会参加活動の援助を行う
とともに、その家族や支援者に対する援助や社会一般への啓発活動を通じて、
誰もが生きやすい各々の力が循環する社会の実現を目的として設立。

オラ！バモス！実行委員会

子育て 越前市

越前市における外国人市民の人口は増加しており、総人口に占める外国人の
割合は県内において突出した割合となっています。その中には小中高に通う児
童生徒も多くいるが、生活言語と学習言語の学びにかかる時間には大きな違い
があり、とまどっている子どもたちが多くいるのが現状。そこで、彼らに学びの場
を提供するとともに、学校と自宅以外に第三の居場所となることを目的としてい
ます。

カラフル　～ふ登校カフェ～

子育て 敦賀市

社会のテーマとしてメディアでも取り上げられている不登校。
不登校や行き渋りのあるお子さんがいる親が安心して心のうちを話せる場をつく
りたい。（敦賀には夜間に開催しているところもあるが、代表もそうだが子育て世
代は夜間に出にくいし、その存在も知られていないので、夜間もご都合の良い方
にはそちらの告知もしたい）現在の心境や不安、子どもの様子を話すことで気持
ちを楽にしてもらったり、社会の中で親や子どもが自分らしく生きていくために
は？を軸に新しい情報や対話をする場の提供。

若狭・認知症リンクワーカー　樹
の輪

福祉 美浜町

認知症になっても今までどおり住み慣れた地域で暮らせるように、当事者や家族
を支え、同行する者がいてほしい。そこで、認知症に関する医療的な知識を身に
付け、情報支援、精神的支援のできる人材（リンクワーカー）を育てる必要があ
ると考え、住民の自発的な取り組みとして、養成講座を始めました。参加者は家
族、医療従事者、施設職員、一般の人等多様です。

若狭町エコ・グリーンツーリズム
推進協議会

食育 若狭町

農業や食の理解を深め、農業の振興や地域住民との交流を目的に、農家民泊
の経営者、交流人口を拡大したいと思っている農業者が中心となって、平成20
年5月発足しました。

アトピーっ子　スクスクの会

子育て 小浜市

アトピー性皮膚炎治療をしている子や家族の交流の場づくり。特に非ステロイド
治療を目指す・している方々への助言、交流会。

第１5回市民活動助成金　助成団体を決定しました

県民せいきょうでは、2006年度から地域の市民活動に対する助成を行っており、２０２０年度で15回目となります。
今回は社会貢献基金運営委員会での評価の結果、１２団体に助成しました。


